
I. ボードによる治療成績の改善を示す学術論文

① 食道がんの5年生存率が10%から52%に改善した（Dis
Esophagus (2006) 19(3):164-71.）。

② 肺がんで化学療法実施率が高くなり、生存期間中央値
が3.2ヶ月から6.6ヶ月に延長した（British Journal of 
Cancer (2005) 93, 977 – 978.）。

③ 卵巣がんでボード開催が有意な予後因子である。 （Br J 
Cancer (1994) 70, 363-370.）。

④ 高率に治療方針が変更となるという文献も複数あり。例
えば乳癌では52%で治療法変更（Cancer (2006)）。
山形大学でも概ね20-30%で治療法に変更が加えられ
ている。
逆にいうとボードなしでは高い確率で不適切な治療が選
択されるおそれがある。
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II. がん化学療法、放射線治療の実施率
（欧米との比較） データ2枚・まとめ

（資料⑤）日本において、がん患者における放射線治療の実
施率は欧米と比較して著しく低くなっている（欧米は60%前
後、日本はわずか25%）。

（資料⑥）また、県別に放射線治療の実施率をしらべると2倍
の開きがある。トップの東京ですら30%少々と欧米の半分

l抗がん剤の使い方の差の国際比較データは、日本の抗がん剤
の使い方が施設ごとにあまりにバラバラなためデータがとれてい
ない。

l抗がん剤の使用率は高いが、化学療法を専門とする腫瘍内科
医は米国の約1％しかおらず、必ずしも適正な使用がなされてこ
なかった（資料⑧参照）
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資料⑤・がんへの放射線治療適用率

厚生労働省HP

恩恵を得ない
患者の存在
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日経メディカルオンライン
http://cancernavi.nikkeibp.co.jp/r
eport/0424_radiology.html

資料⑥
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III. 米国において（化学療法、放射線治療の実施に
よって）がん治療の予後が改善している（日本では
改善していない）データ3枚・まとめ

（資料⑦）大腸癌の手術成績は日本の外科医の技術が良好
なこともあり、米国にくらべて大変優れている

（資料⑧）ところが国別の大腸がんの治療成績で日本は米
国と同程度

その背景には手術が行われなかった大腸がんの治療成績
が米国と比べて劣っていること、つまり抗がん剤の使い方で
劣っていた可能性がきわめて高い

（資料⑨）また、手術が主体の消化器癌などは日本の成績
は良好であるものの、抗がん剤や放射線の使い方が重要な
疾患（直腸癌、乳癌、前立腺癌、リンパ腫、白血病など）では
日本の成績が劣っており、年度別の治療成績の改善の度合
いも小さい。 9
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大腸がんの手術成績は、圧倒的に日本が良好だが……

資料⑦・大腸がん手術成績の日米比較
（５年生存率）
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5年生存率は、
ずばぬけてはいない

非手術例の化学療法の使
い方が遅れているのが要
因と考えられる。
特に標準的抗がん剤治療
が行われていなかったこ
とが大きいと考えられてい
る

(OECDには、日本のデータが無いため参考に掲載)
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資料⑨・がんの治療成績の推移（日米比較）

• 聖路加国際病院 鹿間直人
• がんの統計’03およびSEERのデータから

5年相対生存
率

日本 93年 日本 03年 米国 93年 米国 03年

全部位 36.9 (%) 40.6 52.0 62.4

食道 12 18 8 13

胃 39 47 15 21

直腸 42 53 54 61

膵臓 2 4 2 4

肺 10 13 13 14

乳房 78 79 77 86

前立腺 51 52 74 97

悪性リンパ腫 29 37 51 53

白血病 20 27 35 47
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